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学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA

異学年が交流を深める�

浜辺の歌音楽館開館20周年を記念�

合川公民館「合川少年球技大会」�

森吉公民館「アニバーサリーコンサート」�

▼

　
野
球
と
ミ
ニ
バ
ス
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た「
合
川
少
年
球
技
大
会
」

▼

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
の
20
周
年
を
記
念

し
た「
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

　第46回合川少

年球技大会が８月

５日、合川球場、合

川高校グラウンド、

合川体育館を会場

に開かれました。�

　健全育成活動の一環で、

毎年夏休みに開催しており、男子は野球に10チーム、女

子はミニバスケットボールに６チームが参加し、炎天

下のもと熱戦が繰り広げられました。�

　地区ごとの小・中学生が励まし、助け合ってチームワ

ークを発揮、好試合が展開され、観覧していた人々から

は、多くの声援と拍手が送られました。成績は次のとお

りです。�

▽野球／優勝＝駅前、準優勝＝増沢・美栄・八幡岱・林岱

混合３位＝南地区Ａ、松ヶ丘▽ミニバス／優勝＝合川

北Ａ、準優勝＝合川北Ｂ、３位＝上杉・下杉・金沢�

　浜辺の歌音楽館開館20周年を記念したコンサート

が８月10日、同音楽館で開催されました。�

　市内の小・中・高校生による独唱や楽器演奏からは

じまり、北の杜音楽団のアンサンブルや地元のコーラ

スグループによる合唱が披露されました。後半では、

地域で活躍している演奏家たちのソロ演奏に、盛んな

拍手が贈られていました。�

　最後に、「浜辺の歌」を出演者が会場と一緒になって 合唱し、館内には素敵なメロディが響き渡りました。�

奥阿仁地区で散策と学習�

阿仁公民館講座「歴史、自然のんびり探勝」�

▼

　阿仁公民館では、奥阿仁地区を学ぶ「歴史、自然のん

びり探勝」講座を８月26日に開催しました。目的地ま

では内陸線を利用、天候にも恵まれたため車窓からの

眺めも格別でした。�

　打当マタギ駅から散策を開始し「十二段峠」の言い

伝えや「中村七不思議」の奇岩、「一の滝」を巡り、その

伝説に聞き入りました。また、「内水面試験池」ではカ

ジカなどの養殖池の研究施設を見学し増養殖技術へ

の関心を深めました。次回は10月29日を予定してい

ますので、興味のある方は阿仁公民館までお問い合

わせください。（a82－2220）�

�

　
カ
ジ
カ
の
養
殖
池
な
ど
も
見
学
し
た
阿

仁
公
民
館「
歴
史
、自
然
の
ん
び
り
探
勝
」
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　「
わ
た
し
の
主
張
２
０
０
８
―
第

30
回
少
年
の
主
張
秋
田
県
大
会
・
県

北
地
区
予
選
大
会
」が
８
月
29
日
、鷹

巣
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、県

北
地
区
の
９
つ
の
中
学
校
の
生
徒
10

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
発
表
し
ま

し
た
。�

　
大
会
は
、市
民
の
青
少
年
に
対
す

る
理
解
と
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ

と
な
ど
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。�

　
発
表
で
は
家
族
や
友
人
、部
活
動
、

将
来
の
夢
や
希
望
の
こ
と
を
テ
ー
マ

に
、自
分
の
体
験
か
ら
得
た
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
を
熱
弁
し
ま
し
た
。会

場
に
は
鷹
巣
中
学
校
の
全
校
生
徒
や

保
護
者
、地
域
の
住
民
な
ど
も
駆
け

つ
け
て
発
表
に
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
全
県
か
ら
作
品
を
募
集

し
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、今

年
か
ら
は
県
北
・
県
央
・
県
南
の
３
地

区
で
予
選
を
行
い
、各
地
区
の
優
秀

賞
受
賞
者
４
名
が
９
月
26
日
に
秋
田

市
で
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
審
査
の
結
果（
北
秋
田
市
関
係
分
）

は
次
の
通
り
で
す
。�

■
優
秀
賞�

▽
笹
森
奏
海（
鷹
巣
中
学
校
２
年
）　

演
題
／「『
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
』社

会
の
実
現
」へ�

■
優
良
賞�

▽
小
原
と
も
子（
合
川
中
学
校
３
年
）

演
題
／「『
普
通
』と
い
う
幸
せ
」�

▽
上
薗
伊
代（
鷹
巣
南
中
学
校
３
年
）

演
題
／「
人
の
温
か
さ
」�

▽
堀
内
美
優（
鷹
巣
中
学
校
３
年
）演

題
／「
自
立
し
た『
大
人
』を
目
指
し
て
」�

�

　
江
戸
時
代
の
前
期
こ
ろ
、僧
円
空
が
ス
ギ
材

で
作
っ
た
一
木
造
の
仏
様
で
す
。高
さ
は
43
㎝

と
や
や
小
さ
い
が
本
体
、台
座
と
も
同
じ
資
材

で
す
。表
情
は
、優
し
く
狐
を
描
く
よ
う
な
な
だ

ら
か
な
眉
に
切
れ
長
の
眼
、ふ
く
よ
か
な
顔
を

し
て
い
ま
す
。身
に
付
け
て
い
る
衣
服
の
線
も

蓮
華
坐
の
花
び
ら
も
一
枚
一
枚
て
い
ね
い
に
彫

っ
て
い
ま
す
。じ
っ
く
り
見
て
い
る
と
何
か
心

が
落
ち
着
く
感
じ
が
し
て
き
ま
す
。（
坐
像
の
高

さ
は
26
㎝
）�

　
糠
沢
集
落
は
羽
州
街
道
が
通
る
交
通
の
要
所

で
あ
り
、米
代
川
の
船
着
場
と
し
て
古
く
か
ら

栄
え
た
と
こ
ろ
で
す
。こ
こ
に
宝
珠
庵
と
い
う

そ
ま
つ
な
庵
が
あ
り
、（
通
称「
寺
コ
」と
呼
ば
れ

て
い
た
）、こ
の
中
に
５
体
の
仏
像
が
祀
ら
れ
、

そ
の
中
の
一
つ
が「
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」で
、

昭
和
46
年（
１
９
７
１
年
）に
発
見
さ
れ
た
も
の

で
す
。�

　
円
空
は
、寛
永
９
年
壬
申（
１
６
３
２
年
）美

濃
国（
現
岐
阜
・
愛
知
県
）に
生
ま
れ
、独
特
な
彫

刻
の
像
を
残
し
て
い
ま
す
が
、近
世（
安
土
・
桃

山
、江
戸
時
代
）に
お
け
る
彫
刻
僧
の
代
表
的
な

人
物
で
す
。円
空
の
作
品
は
北
海
道
や
青
森
県

に
た
く
さ
ん
残
し
て
お
り
、県
内
で
は
10
体
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。能
代
市
龍
泉
寺
の「
木
造
十

一
面
観
音
菩
薩
立
像
」、男
鹿
市
船
川
の「
木
造

薬
師
如
来
坐
像
」な
ど
が
あ
り
、同
じ
く
県
指
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
国
道
７
号
線
、道
の
駅「
大
太
鼓
の
館
」内
に

展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、同
館
を
訪
れ
た
時
は
、

大
太
鼓
と
と
も
に
是
非
一
度
ご
覧
・
参
拝
く
だ

さ
い
。な
お
、綴
子
地
区
は
県
指
定
文
化
財「
内

館
文
庫
跡
」や「
綴
子
一
里
塚
」を
は
じ
め「
親
方

樅
と
根
曲
桜
」な
ど
市
指
定
文
化
財
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、散
策
し
て
見
学
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。�

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊�

▽
昭
和
49
年
10
月
県
指
定
史
跡
文
化
財
▽
資
料

／「
鷹
巣
の
文
化
財
」（
鷹
巣
町
教
育
委
員
会
）�

／「
秋
田
の
有
形
文
化
財
」（
県
教
育
委
員
会
）�

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
内
捷
二�

�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

８�

県
指
定
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）

　
　
「
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」�

　
　
　
　
綴
子
字
大
堤
道
下
62
―
１�

　
　
　
　
道
の
駅
た
か
の
す「
大
太
鼓
の
館
」内�

管
理
者
　
綴
子
・
糠
沢
自
治
会�

�

円空作「木造阿弥陀如来坐像」

所
在
地�

笹
森
奏
海
さ
ん
が
全
県
大
会
出
場
へ

少
年
の
主
張�

県
大
会
予
選�

�

家
族
、将
来
の
夢
な
ど
に
つ
い
て
自
分
の
思
い
を
発
表�

大
会
に
参
加
し
た
県
北
地
区
の
中
学
生

▼

か
な
み�

お
ば
ら�

か
み
ぞ
の 

い 

よ�

み
　
ゆ�

い
ち
ぼ
く
づ
く
り�

れ
ん 

げ 

ざ�

え
ん
く
う�

も
く
ぞ
う
あ
み
だ 

に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う�


